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図2:渋滞クラスタに含まれる車両の数
停止している車両の総数Nt｡tdは
Nt｡t&1-∑sN(S).
B≧1
で与えられる.この量はpの増大とともに増加し､pと0.25で急激に増
大する｡この量の中には､渋滞の中で停止している車両と､一時的に停
止している車両が含まれている｡そこで､後者の寄与を除くために
NcluBte,-∑sN(S)
■≧3
をプロットしたものが図2である.p巴0.25で0から急激に値が立ち上
がるのが分かる｡つまり､渋滞クラスタに含まれる車両の数が､このモデ
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ルの相転移を記述する秩序パラメタで､pet0.25で相転移が起こり､渋
滞が形成されることが分かる｡
停止している車両の総数 Nt｡tal及び渋滞クラスタ中の車両の総数Ncluste.
が､渋滞相の中でpとともに単調に増加せず､ほぼ一定あるいはやや減
少するのは興味深いO渋滞相にあっても､流出量p.utは単調に増大して
いるので､pの増加とともに流入する車両の総数も増えている｡一方で､
NiolatやNclu8Ie,が増大しないとは､流入する車両の数が増えても､渋滞の
ひどさ(系内を渋滞が被う面積､系内を通過するのに要する時間)に限界
があることを示していると考えられる｡
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